
袋井市農業委員会の委員（農業委員）の推薦及び応募の状況（最終）

【推薦の状況】 （最終）

氏名 年齢 性別 職業 経歴
農業経営
の状況

認定農業者等
の

該当・非該当

農地利用最
適化推進委
員への応募

状況

氏名 職業 年齢 性別

1 湖東　隆 72 男 農業

公職：農地利用最
適化推進委員
固定資産評価審査
委員
職歴：遠州中央農
協、静岡経済連

水稲
野菜 非該当 なし 永井英男 農業 73 男

　地域農業の実状に精通しており、農地利
用最適化推進委員の経歴もあり適任者だと
思うため。

2 中條文義 68 男 農業
静岡県温室農業協
同組合代表理事組
合長

温室メロン 非該当 なし 金井義人 農業 60 男
　地域の実状に精通し、豊富な農業経験と
見識を有するため。

3 古川伸一郎 64 男 農業
農地利用最適化推
進委員

水稲
麦

該当 なし
金原純一郎
渥美敦子

農業
農業

70
65

男
女

　地域で水田農業を大規模に経営している
中心的な経営体で、市農地利用最適化推進
委員を務めており、次の農業委員として推
薦したい。

受付
番号

被推薦者（推薦を受けた者）、個人による応募者 推薦者（推薦をした者）

推薦・応募理由



氏名 年齢 性別 職業 経歴
農業経営
の状況

認定農業者等
の

該当・非該当

農地利用最
適化推進委
員への応募

状況

氏名 職業 年齢 性別

4 鈴木豊 70 男 農業 水稲 非該当 なし

大庭嘉則
鈴木秀之
鈴木　敏
田中羊介

農業
農業
農業
会社員

71
53
68
70

男
男
男
男

　西地区（木原）で中心的に活動し、水
稲、麦栽培に意欲的に行っているため。

5 三浦裕喜 60 男 農業 温室メロン 該当 なし
石黒正幸
藤原鉄男

農業
農業

68
75

男
男

　長年にわたり農業経営にたずさわり地域
活動にも積極的に参加しています。目標地
図の農業を担う者にもなっているため。

6 村松保男 72 男 農業 農業委員 温室メロン 非該当 なし

村松恭光
上杉　清
鈴木信昭
寺田英司

農業
無色
農業
会社員

66
71
48
62

男
男
男
男

　温室農家として、長年地域のリーダーと
指導的な立場で活躍しており、農業委員と
して最適である。

7 松田真幸 65 男 農業 茶 非該当 なし 松田博久 農業 64 男
お茶を専業に取り組んでおり、地域農業に
も精通しているため。

8 安間啓一 72 男 農業 農業委員 水稲 該当 なし
浅羽南自治会連合
会
金原昌之

　認定農業者として、地域農業のリーダー
的存在である。地域の実状に精通してお
り、地域からの信頼は極めて厚い。農業委
員会の業務に高原出来る人物として推薦で
きる。

9 太田雄一 70 男 農業
クラウンメロン支
所長

水稲
温室メロン

該当 なし 柴田久仁秋 農業 60 男

　約50年間メロン栽培に従事しており、ク
ラウンメロン支所長の役職にもついてお
り、会員からの人望も厚いと聞いている。
　また、地域の活動も積極的に参加してお
り、大変真面目な人である。
　以上のことより、私は、太田雄一さんを
農業委員に推薦する。

受付
番号

被推薦者（推薦を受けた者）、個人による応募者 推薦者（推薦をした者）

推薦・応募理由



氏名 年齢 性別 職業 経歴
農業経営の状

況

認定農業者等
の

該当・非該当

農地利用最
適化推進委
員への応募

状況

氏名 職業 年齢 性別

10 榑松政弘 67 男 農業 温室メロン 該当 なし 加藤元章 農業 70 男
　榑松さんは、長年温室メロンを栽培をし
ています。地域農業の発展のため活動をし
ているため。

11 松本芳廣 75 男 農業

静岡県職員
笠原自治会連合会
長
農業委員

野菜 非該当 なし 宇津山良雄 農業 77 男
地域農業に精通しており、地域の信頼も厚
い方で、農業委員会に貢献できるので推薦
する。

12 岩井俊弘 74 男 農業 農業委員 温室メロン 非該当 なし
長島敏彦
永坂和弘

農業
農業

70
64

男
男

　農業委員の経験もあり、活動に対して信
頼性もあり、積極的であるので適任者あ
る。

13 西村淳子 62 女 農業
農業委員
農山漁村ときめき
女性

茶 非該当 なし ***** ***** *** ***

　農山村漁村ときめき女性として幅広い農
業活動に取り組むとともに、農業委員を２
期務地域農業の発展に取り組んだ実績か
ら、農業委員への就任を強く要望されたた
め。

14 鈴木　保 68 男 無職
元市職員
中新田自治会長

***** 非該当 なし ***** ***** *** ***

　日本の農業は今、担い手不足、耕作放棄
地の増加など、日本農業の将来を左右する
重要なテーマである。これは、視点を変え
れば新しい農業を行うチャンスでもある。
新しい農業について、皆様と考えていきた
いと思い応募した。

15 藤田敬子 69 女

ポーセ
ラーツ
（磁器）
講師

県立高校職員 ***** 非該当 なし ***** ***** *** *** 農業への理解に尽力したいため。

16 寺田代子 71 女 農業 温室メロン 非該当 なし ***** ***** *** *** 市から依頼を受けたため。

受付
番号

被推薦者（推薦を受けた者）、個人による応募者 推薦者（推薦をした者）

推薦・応募理由


